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戦前・戦後の無らい県運動とハンセン病療養所













































































































































者の比率は，それぞれ 1 ：151， 1 ：51， 1 ：511であった。したがって病者が病者を治


























ている（裁判全史 2006：第 6 巻 724）。
山下忠（1929年生）の父は，1940～41年頃保健所の職員が自宅に頻繁に来て長島愛生
戦前・戦後の無らい県運動とハンセン病療養所50











19）年42歳で栄養失調により死亡した（裁判全史 2006：第 6 巻 627-628）。
1936（昭和11）年 9 月に栗生楽泉園に16歳で入所した浅井あいは入所当初は包帯まき










































































































消毒の回数は週 1 ， 2 回の頻度に増やされ大がかりなものになり療養所に収容されるま
での約 2 年半続いた。その間家族は「村八分」扱いで，働くことも出来ず，誰からの援
助もなく，保健所は消毒を繰り返すのみで，一家は全員栄養失調状態に陥った。1950





















史 2006：第 7 巻 421-422）。
戦前・戦後の無らい県運動とハンセン病療養所54
社会学部論叢　第26巻第 2 号2016. 3〔52〕
保健課やライフルを背負った警官から度重なる入所を迫られ，山小屋に隠れ住んでい
た山口トキが星塚敬愛園に入所したのは1953（昭和28）年 3 月13日である。国のやり























































る（裁判全史 2006：第 7 巻 422-424）。

















































たが，説明は未だない（裁判全史 2006：第 7 巻 8-10）。
1962（昭和37）年，13歳で星塚敬愛園に入所した竪山勲は検査入院を経て少年舎に
戦前・戦後の無らい県運動とハンセン病療養所

























































































（裁判全史 2006：第 9 巻 546）。
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